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　大原学園高等学校2年生

の金光さんは、昨年のイン

ターハイは3回戦で敗退だっ

た。同世代のライバルが多

い卓球だが、今年の金光さ

んの目標は優勝だ。	

　男子シングルスの試合が8

月1日からスタート。金光さ

んはシード選手として２回戦

から登場した。シード選手と

してここは軽々と突破か、い

や、そうはいかないのがイン

ターハイ。相手選手が先に

ポイントを稼ぎファースト

ゲームを譲ってしまう。しか

し次からはペースを掴んで2

ゲームを連取した。競った最

終ゲームもねじ伏せて3回戦

へと進出した。	

2回めのインターハイ。	
高校２年生の今年は優勝が目標	

●卓球のルール●	

サービスは２本交代。11点を取る

と1ゲームを獲得。ただし10：10

デュース）になった時は2点差が

つくまでゲームが続く。その間

サービスは1本ごと。インターハイ

は3ゲーム先取で勝利となる	

2回戦	
（初戦）	



　3回戦では2ゲームを先に

押さえ、3ゲームめを取られ

た後も余裕を見せて勝利を

掴んだ。	

　ぐっと表情が変わったのは

4回戦だ。相手は日本最強と

言われる愛工大名電の選手。

ポイントを稼ぐごとに大応援

団による声援が響く。金光さ

んはなかなか相手のペース

を崩せない様子だ。2ゲーム

を先取されてしまい、後がな

くなった3ゲームめも10−9と
先にセットポイントを握られ

てしまう。が、ここで金光さん

がデュースに持ち込んだ。１

ポイントを重ねた相手をなん

とか押さえた金光さん、これ

でカウントは1-2。第4ゲーム
もお互いが1ポイントを取り

合う緊迫の展開となった。数

度のデュースの末ゲームを

とったのは金光さん。見てい

るこちらもガッツポーズ、でも

ラストゲームも最後まで競り

合い、デュースとなった。な

んという粘り、金光さんがポ

イントを決めて勝ち上がっ

た！	

　5回戦は「今まで全勝の相

手なので勝つつもりで臨ん

だ」とのことで圧勝で終了。

翌日の準決勝に進出した。	

脅威の粘りを見せた4回戦。	
逆点勝ちして準決勝へ進出	

3回戦	



4回戦	

5回戦	

（1日目の試合終了後）	
最近粘れるようになりまし
た。明日も頑張ります！	



　翌日の準々決勝、金光さ

んは順調にポイントを重ね

た。追いつかれても落ち着

いたプレーで3ゲームを連取

し、準決勝へ勝ち上がった。	

そして、準決勝の相手は昨

年のインターハイチャンピオ

ン木造選手だ。緊張感ある

球の応酬が行われ、ファー

ストゲームを金光さんがとっ

た。よし！このまま、と思っ

たがさすがに簡単にはポイ

ントを稼がせてくれない。2

ゲームめは5−１１のカウント

で1-1に。続いての3ゲーム

めも粘ったが押し切られた。

乗り切りたい４ゲームめ、力

を出し尽くしせめぎ合い、金

光さんが気迫で取った。これ

でゲームカウント2-2。会場

が息をのんで見守っている。

木造選手がスマッシュを決

め、そのぶんだけ金光さん

も決めていく。6-9のカウント

を9-9まで追いついた！	

　しかし、マッチポイントを先

に決めた木造選手がゲーム

を押し切った。天を仰ぐ金光

さん、うーん悔しい。	

　後で話を聞くと「相手の粘

りが一段上だった」（金光さ

ん）。でも、この悔しさは次の

大会で果たすとのこと。	

　インターハイで着実な成長

を見せてくれた金光さん、3

位おめでとうございます！	

8月2日。準々決勝は快勝、	
準決勝で昨年インターハイ覇者に惜敗。でも躍進の3位！	

準々決勝	

準決勝	
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